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したレイノルズ方程式を k-ε 乱流モデルを導入して有限体積法により離散化し， SIMPLE 法を用いて計算する手法
を詳述している。計算格子には楕円形偏微分方程式を計算して生成した物体適合格子を用いている。




















(1)一般曲線座標で表示した 3 次元レイノルズ方程式に対して k-ε 乱流モデルを導入して有限体積法で解く計算法
を多くの工夫を凝らして開発し複雑な 3 次元形状をもっ船体まわりの粘性流場を模型から実船にいたる広いレイ
ノルズ数に対してに解くことに成功し種々の新しくかっ有用な知見をもたらしている。
(2) 計算過程で，計算の安定・収束性と精度に関し格子依存性とレイノルズ数依存性に対して詳細かっ徹密な検討
を行い，計算の妥当性と信頼性に対して十分な議論を展開し本論文の計算法が模型のみならず実船に対しても適
用可能な計算法であることを明らかにしている。
(3) 2 次元および船型模型による実験を行い，その結果と計算結果とを比較検討することにより計算精度を検証する
と同時に，さらに大す法の実験用小型船ならびに実船による流場計測の結果を利用して計算法のレイノルズ数依存
性を検討し本計算法が実船の流場ならびに抵抗の計算にまで適用できることを明らかにしている。
以上のように，本論文は，任意形状船体まわりの粘性流場と船体粘性抵抗の計算法を詳細に論じ，有用な数値計算
法を確立するとともに，その妥当性と精度を模型ならびに実船の実験結果に基づき検証したもので，理論展開にみら
れる独創性ならびに計算上の工夫と，結論にみられる新しい成果は，船舶粘性流体力学上極めて評価しうるものであ
り，造船技術上も貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものとして認める。
